
① 天板×1

③ 脚Ｌ×1 ④ 脚Ｒ×1

② 幕板×1

⑤ 桟×1

⑦ アジャスター×4

⑫ カムロック×2 ⑬ コネクター×2

⑧ 低頭ねじ (M6×12)×4
＋予備1

⑩ 低頭ねじ (M6×50)×8
＋予備1

⑪ 低頭ねじ (M6×８0)×4
＋予備1

⑨ 低頭ねじ (M6×30)×2

（工具） ⊕ドライバー×1

（工具） 六角レンチ ×1

⑥ フック×2

・JOIFA番号を表示する会員企業は､保証､回収､修理などの対応が可能です｡

・この番号は､当社のJOIFA(社団法人日本オフィス家具協会)の登録番号です｡

・JOIFAは､オフィス家具を安心･安全に使用していただけるよう､
　会員企業にJOIFA番号を制定しています｡

※取扱説明書にしたがった正常な使用状態で故障及び破損した場合

外装･表面仕上げ
機構部･可動部
構造体

塗装及び樹脂部品の変色･退色､レザー･クロスの摩耗
引き出し･スライド機構･扉の開閉･昇降機構などの故障
強度･構造体にかかわる破損

１年
２年
３年

1.JOIFA登録番号について

2.保証期間(購入日より)

講義机
シングルデスク
SGD-6550HK

このたびはお買い上げいただきありがとうございます。
ご使用前に、この取扱説明書をよくお読みになり
正しくお使いください。また、本書はお使いになる方が
いつでも見ることができるように大切に保管してください。

安全上の注意 安全に使用していただくために、下記の事項を必ずお守りください

誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負うおそれがある内容を示しています

仕様

パーツリスト ●組み立てる前に部品がすべてそろっていることをお確かめください
●表記以外の部材は梱包材です

警告

誤った取り扱いをすると、けがや物的損害が発生するおそれがある内容を示しています注意

下記の事項を必ずお守りください使用上の注意

長くお使いいただくために下記の事項をお守りくださいお手入れ方法

サービス・保証について

品番

製品サイズ (mm)

主要素材

耐荷重 (kg)
※耐荷重は測定値であり、保証値ではありません。　※商品の仕様は予告なく変更することがあります。

SGD-6550HK-B/W

W650×D500×H700

天板・幕板：メラミン ( 表面 )、パーチクルボード ( 芯材 )　フレーム：スチール

40kg ( 均一荷重の場合 )

●火気や暖房器具のそばでは使用しないでください。火災ややけど、製品の変形のおそれがあります。
●上に乗ったり腰掛けたりしないでください。転倒や落下のおそれがあります。
●投げる、横にして乗るなど、乱暴に取り扱わないでください。破損やけがをするおそれがあります。
●片側に荷重が集中（偏荷重）しないよう、天板の端に体重をかけたり重いものを載せたりしないようにしてください。

●必ず耐荷重以内で使用してください。
●ねじ外れ、溶接外れ、合板のはがれなどの異常がある状態で使用を続けないでください。
●この説明書にしたがって、ただし組み立ててください。
●お客さまで改造をしないでください。
●ねじのゆるみが無いか定期的に点検をおこない、ゆるみが合った場合は締めなおしてください。
●天板に鋭利なものを落としたり、引っかいたりしないでください。

●天災地変や、不等な修理・改造による事故や破損に対する補償はいたしかねます。
●製品および梱包材を破棄される場合は、お住いの自治体の取り決めにしたがって処理をおこなってください。

●ぬれた場合はすぐに拭き取ってください。
●腐食やかび /変形 /変色の原因となりますので、以下のことにご注意ください。
　・直射日光またはクーラーの風が当たる場所や高温多湿になる場所に長時間置かないでください。
　・水分 /油 /洗剤などが付着した場合は、すみやかに拭き取ってください。
●フローリングの床など傷つきやすい床面での使用は、床の傷・凹みなどの原因となりますので十分ご注意ください。

●汚れが取れにくいときは、薄めた中性洗剤を含ませた柔らかい布で拭いたあと、表面に洗剤が残らないよう、
　水で濡らして固くしぼった布で拭き取ってください。
●アルコール、ベンジン、漂白剤、研磨剤などは使用しないでください。



組み立てかた
■必要工具 ■作業上の注意

●必ず２人以上で作業してください
●インパクトドライバーは使用しないでください。
　　破損するおそれがあります。

● ⊕ドライバー(同梱）
● 六角レンチ(同梱)

アジャスターを脚に取り付ける 桟を脚に取り付ける（仮締め）

幕板を取り付ける（仮締め）

フックを取り付ける

幕板にカムロックを差し込む

天板をフレームにのせてねじで取り付け（仮締め）、カムロックを締める

全体的にゆがみやがたつきがないか確認し、すべてのねじを本締めする

天板にコネクターを締め込む
（付属ドライバーを使用）
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⑦ アジャスター

⑤ 桟

ナット穴を
内側にする

コネクターを
幕板端面の穴に差し込む

天板をのせてからカムロックを締める
(付属ドライバーを使用)

③④ 脚L /Ｒ ⑩低頭ねじ
　M6×50

④脚R

⑩低頭ねじ
　M6×50

⑧低頭ねじ
　M6×12 ⑬コネクター

ここまで
締め込む

この向きで差し込む

⑨低頭ねじ
　M6×30

⑪低頭ねじ
　M6×80

⑥フック

⑫カムロック

③脚L


